


















5.要約 

昭和 52 年 11 月より,昭和 54 年の 12 月までの 3 年間にわたり,全国の 3 医科大学および 8

大学医学部の附属病院産婦人科において収集した調査資料について,妊婦およびその夫の

嗜好品(たばこ,酒,コーヒー)の摂取と異常児あるいは異常発生に間接的に関連する種々の

産科的異常との相関を検討し,次の結論を得た。 

A.妊婦の喫煙と早産あるいは SFD 児の発生率との間に,正の相関が認められた。 

B.妊婦のコーヒーの1日飲用量が極端に多い場合には,SFD児発生率が高くなる可能性が示

唆された。 

C.夫の喫煙,妊婦あるいは夫の飲酒が異常児発生に,直接あるいは間接的に関連していると

考えるべき結果は得られなかった。 


